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(57)【要約】
　本発明は、光源（２）及びビデオカメラ（３）が直接
組み込まれている、急速継手（５）を介して別の内視鏡
構成要素が連結可能なハンドグリップ（１）を備える内
視鏡（２９）に関する。別の内視鏡構成要素は、例えば
ゾンデ、カテーテル又は制御要素を含んでいてよく、こ
れらは、モジュール式に組み合わされて１つの内視鏡を
形成することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡（２９，３０，３１，３２，３３）のためのセットであって、光伝達のための少
なくとも１つの光ファイバのインターフェースを備える継手部分と画像検出のための少な
くとも１つのカメラチップとを備える少なくとも１つのハンドグリップ（１，９，１４）
と、該ハンドグリップに解離可能に接続可能な少なくとも１つのカテーテルエンドピース
とを備える、内視鏡（２９，３０，３１，３２，３３）のためのセットにおいて、該セッ
トが、モジュール式の内視鏡システムとして形成されており、該内視鏡システムが、以下
に挙げる交換可能かつ互いに組み合わせ可能なシステムコンポーネント、すなわち：
‐ハンドグリップ（１）であって、該ハンドグリップ（１）の継手部分に、画像伝達のた
めのフレキシブルな光学系を備えるゾンデを備えるゾンデ部分の継手相手側部分が連結可
能であるハンドグリップ（１）、
‐組み込まれたゾンデを備えるハンドグリップ（１４）であって、該ゾンデが摺動可能に
該ハンドグリップ（１４）内に保持されて、該ハンドグリップ（１４）から突出するゾン
デ部分領域の長さが可変であり、該ゾンデがゾンデ自由端部領域にカメラチップを支持し
ているハンドグリップ（１４）、
‐組み込まれたゾンデを備えるハンドグリップ（９）であって、該ゾンデが、少なくとも
該ハンドグリップ（９）の継手部分から突出するゾンデ自由端部領域で、該ハンドグリッ
プ（９）に組み込まれた制御部により旋回可能又は制御可能であり、該ゾンデがゾンデ自
由端部領域にカメラチップを支持しているハンドグリップ（９）、
‐ゾンデ部分（１６，１７）であって、該ゾンデ部分（１６，１７）が両側にそれぞれ１
つの継手相手側部分を有しており、該継手相手側部分のうち、第１の継手相手側部分が、
ハンドグリップの継手部分に解離可能に連結可能であり、ゾンデを支持する第２の継手相
手側部分が、カテーテル又は制御アダプタの継手部分に解離可能に連結可能であるゾンデ
部分（１６，１７）、
‐カテーテル部分（２０）であって、該カテーテル部分（２０）が、該カテーテル部分（
２０）の継手部分でもって、ゾンデの継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、かつ
該カテーテル部分（２０）の、前記ゾンデ部分の前記ゾンデを収容するカテーテルが、少
なくとも自由端部領域で、該カテーテル部分に組み込まれた制御部により制御可能又は旋
回可能であるカテーテル部分（２０）、
‐カテーテル部分（２２）であって、該カテーテル部分（２２）が、該カテーテル部分（
２２）の継手部分でもって、制御アダプタの継手相手側部分に解離可能に連結可能であり
、かつカテーテルを支持しており、該カテーテルが少なくともカテーテル自由端部領域で
、前記制御アダプタに設けられた制御部により旋回可能又は制御可能であるカテーテル部
分（２２）、
‐制御アダプタ（１８）であって、該制御アダプタ（１８）が両側にそれぞれ１つの、ゾ
ンデ部分のゾンデが貫通する継手部分を備え、該継手部分のうち、第１の継手部分が、ゾ
ンデ部分の継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、第２の継手部分が、カテーテル
部分の継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、該制御アダプタが、該制御アダプタ
に連結される前記カテーテル部分の少なくともカテーテル自由端部領域を制御するための
制御部を備える制御アダプタ（１８）、
‐カテーテル部分（２４）であって、該カテーテル部分（２４）が、ハンドグリップの継
手部分に解離可能に連結可能であり、該カテーテル部分（２４）のカテーテルが、前記ハ
ンドグリップに組み込まれゾンデ端部領域でもって前記継手部分から突出したゾンデを内
部に収容するカテーテル部分（２４）、
‐カテーテル部分（２４）であって、該カテーテル部分（２４）の、ゾンデ部分のゾンデ
を収容するカテーテルが、該カテーテルの少なくとも自由端部領域でフレキシブルに形成
されており、該カテーテルが、該カテーテルに収容されるとともに、前記ゾンデ部分に設
けられた制御部を介して制御可能なゾンデにより可動であるカテーテル部分（２４）、
‐ゾンデ部分（２６）であって、該ゾンデ部分（２６）が、ハンドグリップの継手部分に
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解離可能に連結可能な継手相手側部分を備え、該ゾンデ部分（２６）のゾンデ内に、自由
端部にカメラチップを支持するとともに前記ハンドグリップに保持されたカメラゾンデが
挿入可能であるゾンデ部分（２６）、
のうちの少なくとも３つを備えることを特徴とする、内視鏡のためのセット。
【請求項２】
　内視鏡、特に請求項１記載の内視鏡において、急速継手（５）により互いに連結可能な
少なくとも２つの内視鏡構成要素からモジュール式に形成されており、少なくとも以下に
挙げる機能単位、すなわち：ハンドグリップであって、少なくとも１つの電気的な光源（
２）及びビデオカメラ（３）を備え、前記光源（２）が光学的なインターフェース（７）
を前記急速継手（５）に備えるハンドグリップと、ゾンデ（１０）と、該ゾンデ（１０）
に被せ嵌め可能なカテーテル（２５）とを備え、該機能単位が単独で又は組み合わされて
前記内視鏡構成要素内に配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　前記内視鏡が、カテーテル先端（２１）又はゾンデ先端（１３）を屈曲かつ／又は回転
させるための制御部を有しており、該制御部が単独で又は別の機能単位と組み合わされて
内視鏡構成要素内に配置されていることを特徴とする、請求項１又は２記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップ（１）を含み、該ハンドグリップ（１）
の急速継手（５）にゾンデ構成要素（１６）が連結可能であり、前記ビデオカメラ（３）
が、連結可能なゾンデ（１６）への光学的なインターフェース（８）を前記急速継手（５
）に有していることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップ（９）を含み、該ハンドグリップ（９）
にゾンデ（１０）と、ゾンデ先端（１３）を屈曲させるための制御部（１１）とが組み込
まれており、前記カメラ（５）が、自由なゾンデ先端（１３）に配置されていることを特
徴とする、請求項１から４までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記内視鏡構成要素の１つが、２つの独立的な電気的な光源（２）を備えるハンドグリ
ップ（１４）を含み、該ハンドグリップ（１４）にゾンデ（１０）が組み込まれており、
前記カメラ（３）が、自由なゾンデ先端（１３）に配置されており、該ハンドグリップ（
１４）から突出したゾンデ部分（１０）が長さ調節可能であることを特徴とする、請求項
１から５までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記内視鏡構成要素の１つが、ゾンデ（１０）を含むことを特徴とする、請求項１から
６までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記ゾンデ構成要素（１７）が、ゾンデ先端（１３）を屈曲させるための制御部（１１
）を含むことを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記内視鏡構成要素の１つ（１８）が、連結可能なカテーテルのための１つの制御部（
１９）のみを含むことを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記内視鏡構成要素の１つが、連結可能な制御部（１８）により制御可能な先端（２１
）を備えるカテーテル（２２）を含むことを特徴とする、請求項１から９までのいずれか
１項記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記内視鏡構成要素の１つが、組み込まれた制御部を備えるカテーテル（２０）を含む
ことを特徴とする、請求項１から１０までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記内視鏡構成要素の１つが、カテーテル（２４）を含み、該カテーテル（２４）が間
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接的に、導入されたゾンデを介して制御可能であることを特徴とする、請求項１から１１
までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１３】
　前記カテーテルが、付加的な機能単位（３４）、例えばグリッパ又はこれに類するマニ
ピュレータを有していることを特徴とする、請求項１から１２までのいずれか１項記載の
内視鏡。
【請求項１４】
　複数の内視鏡構成要素が、モジュール式に組み合わされて１つの内視鏡を形成可能であ
ることを特徴とする、請求項１から１３までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１５】
　内視鏡（２９）が、請求項３記載のハンドグリップ（１）、請求項５記載のゾンデ（１
６）及び請求項１１記載のカテーテル（２０）からモジュール式に構成されていることを
特徴とする、請求項１から１４までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１６】
　内視鏡（３０）が、請求項３記載のハンドグリップ（１）、請求項４記載のゾンデ（１
６）、請求項８記載の制御部（１８）及び請求項９記載のカテーテル（２２）からモジュ
ール式に構成されていることを特徴とする、請求項１から１５までのいずれか１項記載の
内視鏡。
【請求項１７】
　内視鏡（３１）が、請求項３記載のハンドグリップ（１）、請求項７記載のゾンデ（１
７）及び請求項１１記載のカテーテル（２４）からモジュール式に構成されていることを
特徴とする、請求項１から１６までのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１８】
　内視鏡（３２）が、請求項４記載のハンドグリップ（９）及び請求項１１記載のカテー
テル（２４）からモジュール式に構成されていることを特徴とする、請求項１から１７ま
でのいずれか１項記載の内視鏡。
【請求項１９】
　内視鏡（３３）が、請求項５記載のハンドグリップ（１４）及び請求項１１記載のカテ
ーテル（２６）からモジュール式に構成されていることを特徴とする、請求項１から１８
までのいずれか１項記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用途又は産業用途のための内視鏡に関する。
【０００２】
　このような内視鏡は、多数の種々異なる態様で公知である。例えば、内部に光源が配置
されている制御装置を備える内視鏡も公知である。光源は、ライトガイドにより内視鏡の
ハンドグリップに接続されている。ハンドグリップには、ゾンデが連結可能である。付加
的に、制御装置内には、ビデオカメラが配置されていてよい。ビデオカメラは、ハンドグ
リップに通じる第２のライトガイド接続を介してゾンデの画像データを受信する。特に医
学的な検査のために、ゾンデにカテーテルを被せ嵌めることができる。カテーテルは、別
の機能、例えば洗浄液又は圧縮空気のための通路を有している。
【０００３】
　公知の内視鏡は、相応に多数の部品からなり、設計及び製造に手間を要する。公知の内
視鏡は、一般に、狭い範囲に限定された利用分野が決められているので、種々異なる用途
のためには、大抵の場合、複数の内視鏡がストックされなければならない。内視鏡の複雑
な構造に基づいて、公知の内視鏡は、必要なときに、相応に高い手間をもってしてのみ洗
浄可能かつ保守可能である。さらに、従来慣用の内視鏡システムでは、重量の理由から腕
で作業されねばならず、このことは、精緻な作業を付加的に困難なものとするという点に
おいて不都合である。
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【０００４】
　それゆえ、本発明の課題は、公知の従来技術と比較して取り扱い及び使用が大幅に容易
であり、多面的に使用可能な内視鏡システムを提供することである。
【０００５】
　本発明の課題を解決するための手段は、請求項１の特徴部に記載されている。すなわち
、本発明に係る内視鏡のためのセットは、光伝達のための少なくとも１つの光ファイバの
インターフェースを備える継手部分と画像検出のための少なくとも１つのカメラチップと
を備える少なくとも１つのハンドグリップと、該ハンドグリップに解離可能に接続可能な
少なくとも１つのカテーテルエンドピースとを備える、内視鏡のためのセットにおいて、
該セットが、モジュール式の内視鏡システムとして形成されており、該内視鏡システムが
、以下に挙げる交換可能かつ互いに組み合わせ可能なシステムコンポーネント、すなわち
：‐ハンドグリップであって、該ハンドグリップの継手部分に、画像伝達のためのフレキ
シブルな光学系を備えるゾンデを備えるゾンデ部分の継手相手側部分が連結可能であるハ
ンドグリップ、‐組み込まれたゾンデを備えるハンドグリップであって、該ゾンデが摺動
可能に該ハンドグリップ内に保持されて、該ハンドグリップから突出するゾンデ部分領域
の長さが可変であり、該ゾンデがゾンデ自由端部領域にカメラチップを支持しているハン
ドグリップ、‐組み込まれたゾンデを備えるハンドグリップであって、該ゾンデが、少な
くとも該ハンドグリップの継手部分から突出するゾンデ自由端部領域で、該ハンドグリッ
プに組み込まれた制御部により旋回可能又は制御可能であり、該ゾンデがゾンデ自由端部
領域にカメラチップを支持しているハンドグリップ、‐ゾンデ部分であって、該ゾンデ部
分が両側にそれぞれ１つの継手相手側部分を有しており、該継手相手側部分のうち、第１
の継手相手側部分が、ハンドグリップの継手部分に解離可能に連結可能であり、ゾンデを
支持する第２の継手相手側部分が、カテーテル又は制御アダプタの継手部分に解離可能に
連結可能であるゾンデ部分、‐カテーテル部分であって、該カテーテル部分が、該カテー
テル部分の継手部分でもって、ゾンデの継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、か
つ該カテーテル部分の、前記ゾンデ部分の前記ゾンデを収容するカテーテルが、少なくと
も自由端部領域で、該カテーテル部分に組み込まれた制御部により制御可能又は旋回可能
であるカテーテル部分、‐カテーテル部分であって、該カテーテル部分が、該カテーテル
部分の継手部分でもって、制御アダプタの継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、
かつカテーテルを支持しており、該カテーテルが少なくともカテーテル自由端部領域で、
前記制御アダプタに設けられた制御部により旋回可能又は制御可能であるカテーテル部分
、‐制御アダプタであって、該制御アダプタが両側にそれぞれ１つの、ゾンデ部分のゾン
デが貫通する継手部分を備え、該継手部分のうち、第１の継手部分が、ゾンデ部分の継手
相手側部分に解離可能に連結可能であり、第２の継手部分が、カテーテル部分の継手相手
側部分に解離可能に連結可能であり、該制御アダプタが、該制御アダプタに連結される前
記カテーテル部分の少なくともカテーテル自由端部領域を制御するための制御部を備える
制御アダプタ、‐カテーテル部分であって、該カテーテル部分が、ハンドグリップの継手
部分に解離可能に連結可能であり、該カテーテル部分のカテーテルが、前記ハンドグリッ
プに組み込まれゾンデ端部領域でもって前記継手部分から突出したゾンデを内部に収容す
るカテーテル部分、‐カテーテル部分であって、該カテーテル部分の、ゾンデ部分のゾン
デを収容するカテーテルが、該カテーテルの少なくとも自由端部領域でフレキシブルに形
成されており、該カテーテルが、該カテーテルに収容されるとともに、前記ゾンデ部分に
設けられた制御部を介して制御可能なゾンデにより可動であるカテーテル部分、‐ゾンデ
部分であって、該ゾンデ部分が、ハンドグリップの継手部分に解離可能に連結可能な継手
相手側部分を備え、該ゾンデ部分のゾンデ内に、自由端部にカメラチップを支持するとと
もに前記ハンドグリップに保持されたカメラゾンデが挿入可能であるゾンデ部分、のうち
の少なくとも３つを備えることを特徴とする。また、本発明に係る内視鏡、特に上述の内
視鏡は、急速継手により互いに連結可能な少なくとも２つの内視鏡構成要素からモジュー
ル式に形成されており、少なくとも以下に挙げる機能単位、すなわち：ハンドグリップで
あって、少なくとも１つの電気的な光源及びビデオカメラを備え、前記光源が光学的なイ
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ンターフェースを前記急速継手に備えるハンドグリップと、ゾンデと、該ゾンデに被せ嵌
め可能なカテーテルとを備え、該機能単位が単独で又は組み合わされて前記内視鏡構成要
素内に配置されていることを特徴とする。好ましくは、前記内視鏡が、カテーテル先端又
はゾンデ先端を屈曲かつ／又は回転させるための制御部を有しており、該制御部が単独で
又は別の機能単位と組み合わされて内視鏡構成要素内に配置されている。好ましくは、前
記内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップを含み、該ハンドグリップの急速継手にゾン
デ構成要素が連結可能であり、前記ビデオカメラが、連結可能なゾンデへの光学的なイン
ターフェースを前記急速継手に有している。好ましくは、前記内視鏡構成要素の１つが、
ハンドグリップを含み、該ハンドグリップにゾンデと、ゾンデ先端を屈曲させるための制
御部とが組み込まれており、前記カメラが、自由なゾンデ先端に配置されている。好まし
くは、前記内視鏡構成要素の１つが、２つの独立的な電気的な光源を備えるハンドグリッ
プを含み、該ハンドグリップにゾンデが組み込まれており、前記カメラが、自由なゾンデ
先端に配置されており、該ハンドグリップから突出したゾンデ部分が長さ調節可能である
。好ましくは、前記内視鏡構成要素の１つが、ゾンデを含む。好ましくは、前記ゾンデ構
成要素が、ゾンデ先端を屈曲させるための制御部を含む。好ましくは、前記内視鏡構成要
素の１つが、連結可能なカテーテルのための１つの制御部のみを含む。好ましくは、前記
内視鏡構成要素の１つが、連結可能な制御部により制御可能な先端を備えるカテーテルを
含む。好ましくは、前記内視鏡構成要素の１つが、組み込まれた制御部を備えるカテーテ
ルを含む。好ましくは、前記内視鏡構成要素の１つが、カテーテルを含み、該カテーテル
が間接的に、導入されたゾンデを介して制御可能である。好ましくは、前記カテーテルが
、付加的な機能単位、例えばグリッパ又はこれに類するマニピュレータを有している。好
ましくは、複数の内視鏡構成要素が、モジュール式に組み合わされて１つの内視鏡を形成
可能である。
【０００６】
　本発明に係る内視鏡システムは、詳述する互いに交換可能かつ／又は互いに組み合わせ
可能なシステムコンポーネントの少なくとも３つを含むモジュラーセットとして形成され
ている。個々のシステムコンポーネントは、用途に応じて編成され、互いに組み合わされ
る。互いに組み合わされて１つの内視鏡を形成可能なシステムコンポーネントは、解離可
能に接続されているので、必要な場合、個々のシステムコンポーネントを例えば整備又は
修理の目的で交換することも可能である。
【０００７】
　本発明に係る内視鏡では、電気的な光源、有利には発光ダイオードと、ビデオカメラと
が、内視鏡のハンドグリップ内に配置されている。この場合、要求に応じて、例えば高出
力ＬＥＤが使用されてもよい。高出力ＬＥＤは、それぞれ異なる波長の光を放射する。ハ
ンドグリップと制御装置との間には、高価で、可撓性が低く、重量があり、しかも壊れや
すいライトガイドの代わりに、電流ケーブル及び信号ケーブルだけが必要である。これに
より、ケーブルによりハンドグリップに作用する力、ひいては相殺するために使用者が加
えなければならない反力も減少する。本発明に係る内視鏡は、使用者による指だけでの作
業を容易にし、実施される作業のより高い精度を促進する。さらに、従来慣用の内視鏡で
はライトガイドの複数回の連結により生じ得る光損失が、これに対して本発明に係る内視
鏡では回避されることは有利である。これにより、大幅にリラックスした作業が、本発明
に係る内視鏡において可能である。ライトガイド接続部のためにスペースが必要とされな
いので、ハンドグリップは全体としてより小型かつ軽量であることができる。これにより
、内視鏡は、容易に手中に収め、指先で操作することが可能である。このことは、画像の
切り取りの大幅に精緻なコントロール及び疲労のない作業を可能にする。
【０００８】
　内視鏡のゾンデは、多様に形成可能であり、例えば軟性又は硬性のシャフトを有してい
てよい。シャフトの長さは用途に応じて変更可能である。画像を検出するためのゾンデ先
端に設けられた光学系は、種々異なる視角を可能とするために、まっすぐにか、又は斜め
に配置可能である。
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【０００９】
　本発明の有利な形態では、内視鏡が付加的に、カテーテル先端又はゾンデ先端を屈曲か
つ／又は回転させるための制御部を有しており、制御部が単独で又は別の機能単位と組み
合わされて内視鏡構成要素内に配置されている。
【００１０】
　制御部により、フレキシブルなゾンデ又はフレキシブルなカテーテルの先端は、屈曲さ
れる。その結果、視野は変更可能である。この制御部は、斜めの光学系の場合には長手方
向軸線周りの内視鏡の回転によっても視野の変更が可能であるので、まっすぐな光学系を
備えるゾンデにおいて特に有意義である。しかし、この制御部は、このようなゾンデに限
定されるものではない。
【００１１】
　本発明に係る内視鏡の個々の機能単位は、単独で又は組み合わされて種々異なる内視鏡
構成要素に配置可能である。これにより、適当な内視鏡構成要素が簡単に急速継手により
差し合わされることによって、用途及び要求に応じて必要な機能だけを装備し得るモジュ
ール式の内視鏡システムが得られる。用途に応じて、個々の機能単位が、異なる内視鏡構
成要素に配置されてもよい。
【００１２】
　本発明の別の形態では、内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップを含み、ハンドグリ
ップの急速継手にゾンデ構成要素が連結可能であり、ビデオカメラが、連結可能なゾンデ
への光学的なインターフェースを急速継手に有している。
【００１３】
　択一的な形態では、内視鏡構成要素が、ハンドグリップを含み、ハンドグリップにゾン
デと、ゾンデ先端を屈曲させるための制御部とが組み込まれており、カメラが、自由なゾ
ンデ先端に配置されている。ビデオカメラがゾンデ先端に配置されているので、画像は直
接観察場所において撮影される。それゆえ、ゾンデ内のイメージガイドによる画像伝達は
不要である。これにより、ゾンデに対する光学的な要求は、大幅に減じられる。これによ
り、内視鏡は、全体的により頑強になり、かつ故障しにくくなる。付加的に、急速継手に
おける光学的なインターフェースが省略される。これにより、内視鏡は、より安価になる
。
【００１４】
　択一的には、内視鏡構成要素の１つが、２つの独立的な電気的な光源を備えるハンドグ
リップを含み、ハンドグリップにゾンデが組み込まれており、カメラが、自由なゾンデ先
端に配置されており、ハンドグリップから突出したゾンデ部分が長さ調節可能である。第
２の光源は、例えば別の波長、例えば紫外線領域又は赤外線領域の波長を有していてよい
。これにより、例えば組織中の蛍光染料を励起させるか、又は複合材料を硬化させること
ができる。第２の光源はレーザであってもよい。レーザにより、例えば組織を凝固させる
ことができる。
【００１５】
　ゾンデなしのハンドグリップとの組み合わせのために、内視鏡構成要素の１つが、ゾン
デを含んでいる。このゾンデ構成要素は、急速継手を介してハンドグリップ構成要素に接
続可能であり、カメラ及び少なくとも１つの光源のために光学的なインターフェースを有
している。このゾンデは、独自の光学系を有しておらず、例えば、ハンドグリップ内に存
在するＬＥＤ又はこれに類する光源の伝送のためのライトガイドファイバを有しているに
すぎないので、使い捨て製品として安価に製造することもできる。
【００１６】
　内視鏡の用途次第では、ゾンデ構成要素が、ゾンデ先端を屈曲させるための制御部を含
んでいると有利である。特に、まっすぐなゾンデ光学系及び／又は極めて狭い導入通路の
場合、これにより、視野は、内視鏡を全体的に大きく動かす必要なしに、容易に変更可能
である。
【００１７】
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　さらに、カテーテル又はゾンデのための制御部が別体の制御構成要素内に配置されてい
ると有利である。
【００１８】
　本発明の別の形態では、内視鏡構成要素の１つが、連結可能な制御部により制御可能な
先端を備えるカテーテルを含んでいる。
【００１９】
　択一的には、内視鏡構成要素の１つが、組み込まれた制御部を備えるカテーテルを含ん
でいるか、又は内視鏡構成要素の１つが、カテーテルを含み、カテーテルが間接的に、導
入されたゾンデを介して制御可能である。
【００２０】
　さらに、カテーテルが、付加的な機能単位、例えばグリッパ又はこれに類するマニピュ
レータを有しているか、又は別のルーメン、例えば流体を通流させるか、又は種々異なる
光源に接続するためのルーメンを有していると有利である。
【００２１】
　本発明に係る内視鏡では、複数の内視鏡構成要素が、モジュール式に組み合わされて１
つの内視鏡を形成可能である。複数の内視鏡構成要素が、用途に応じて適当な内視鏡を組
み立て可能な、内視鏡のためのセットに包含されていてもよい。
【００２２】
　ゾンデ及び／又はカテーテルは、医学的な用途において直接身体と接触するので、完全
に滅菌されていなければならない。それゆえ、ゾンデ及び／又はカテーテルを備える内視
鏡構成要素が一回限りの使用のために形成されていると有利である。これにより、使用後
の洗浄及び滅菌は省略される。これにより、患者にとって感染のリスクが低下する。加え
て、本発明に係る内視鏡のモジュール式の構造形態により、使い捨て構成要素は、高価で
コストのかかる機能単位を含まず、これにより安価に製造可能であるように形成可能であ
る。
【００２３】
　以下に、本発明の有利な実施の形態について添付の図面を参照しながら詳説する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】内視鏡ハンドグリップの一実施の形態を示す図である。
【図２】組み込まれたゾンデ及び制御部を備える内視鏡ハンドグリップの第２の実施の形
態を示す図である。
【図３】長手方向移動可能なゾンデを備える内視鏡ハンドグリップの別の実施の形態を示
す図である。
【図４】モジュール式に組み立てられる内視鏡セットに属するゾンデ部分を示す図である
。
【図５】組み込まれた制御部を備える別のゾンデ部分を示す図である。
【図６】連結可能なカテーテルのための制御部を備える内視鏡構成要素を示す図である。
【図７】組み込まれた制御部を備えるカテーテルを示す図である。
【図８】外部の制御構成要素により制御可能なカテーテルを示す図である。
【図９】挿入されるゾンデのみによって制御可能なカテーテルを示す図である。
【図１０】それぞれ異なる光源のための２つの光学的なインターフェースを備えるカテー
テルを示す図である。
【図１１】挿入されるゾンデにより制御可能な別のカテーテルを示す図である。
【図１２】挿入されるゾンデにより制御可能な別のカテーテルを示す図である。
【図１３】種々異なる内視鏡構成要素から組み合わされている内視鏡を示す図である。
【図１４】種々異なる内視鏡構成要素から組み合わされている内視鏡を示す図である。
【図１５】種々異なる内視鏡構成要素から組み合わされている内視鏡を示す図である。
【図１６】種々異なる内視鏡構成要素から組み合わされている内視鏡を示す図である。
【図１７】種々異なる内視鏡構成要素から組み合わされている内視鏡を示す図である。
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【００２５】
　図１～図１２には、内視鏡システムの構成部分が示されている。この内視鏡システムは
、モジュラーセットとして形成されている。図示のセットは、例えば、図１～図３に示す
３つのハンドグリップ１，９及び１４を含んでいる。さらにセットは、図４及び図５に示
すゾンデ部分１６及び１７も含んでいる。
【００２６】
　図１に示したハンドグリップ１は、電気的な光源２、例えばＬＥＤを有している。さら
にハンドグリップ１には、カメラチップ、例えばＣＣＤチップ又はＣＭＯＳチップの形の
ビデオカメラ３が組み込まれている。カメラチップ３は、フォーカシングのために、ハン
ドグリップ内にハンドホイール４を介して長手方向移動可能に支承されている。
【００２７】
　別の内視鏡構成要素を連結するために、ハンドグリップ１は、回動可能なロック部材６
を備える急速継手５を有している。光信号の伝達のために、光学的なインターフェース７
が、光源２の領域に配置されている。また、カメラ３の領域には、画像情報の伝達のため
の別の光学的なインターフェース８が設けられている。
【００２８】
　光源２及びカメラ３がハンドグリップ１に組み込まれていることにより、運転のために
電流ケーブル及び信号ケーブルだけが必要である。これにより、内視鏡の取り扱い性は、
大幅に改善され、容易なものとなる。
【００２９】
　図２は、本発明に係るハンドグリップの、符号９を付した択一的な形態を示している。
ハンドグリップ９には、図１のハンドグリップ１と同様に、電気的な光源２が組み込まれ
ている。付加的にハンドグリップは、フレキシブルなゾンデ１０及びゾンデのための制御
部を有している。ゾンデ１０は、ハンドホイール１１を介して操作可能である。ハンドホ
イール１１を介して、ゾンデ先端１３は屈曲される。ハンドグリップ９のゾンデ端部には
、カテーテルを連結するための継手１２が配置されている。
【００３０】
　カメラ３は、本実施の形態では、ゾンデ先端１３に配置されている。ゾンデ先端１３に
配置されたカメラ３は、ゾンデ１０を通して光のみが光源２からゾンデ先端１３に案内さ
れればよいという利点を有している。それゆえ、ライトガイドに対する要求は、画像伝達
のために比べて明らかに低い。ゾンデ１０は、これにより、明らかに安価に製造可能であ
り、より頑強である。
【００３１】
　図３には、別のハンドグリップ１４が示されている。このハンドグリップ１４には、図
２のハンドグリップ９と同様に、フレキシブルなゾンデ１０が既に組み込まれている。こ
のハンドグリップ１４の場合も、カメラ３がゾンデ先端１３に配置されている。さらにゾ
ンデ１０は、スライダ１５を介して操作可能な調節機構により長さ調節可能である。これ
に対して、角度調節のための制御部は設けられていない。
【００３２】
　図１のハンドグリップ１と比較して、このハンドグリップ１４には、独立した２つの電
気的な光源２が組み込まれている。２つの光源２は、継手５に設けられたそれぞれ１つの
独自の光学的なインターフェース７を有している。
【００３３】
　第２の光源７は、例えば、コントラスト画像を作成するためにか、又は特別な蛍光染料
を励起する（ＵＶ光）ために、異なる波長領域をカバーすることができる。組織のマニピ
ュレーションのためのレーザが設けられていてもよい。
【００３４】
　図４には、特に図１のハンドグリップ１と組み合わせ可能なゾンデ構成要素１６が示さ
れている。ゾンデ構成要素１６は、両側に、別の内視鏡構成要素に連結するための急速継
手５を有している。両継手には、光源２のための光学的なインターフェース７が設けられ
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ている。ゾンデ１０は、やはり、ハンドグリップ１のカメラ３に画像情報を伝達するため
の光学的なインターフェース８を有している。
【００３５】
　図５は、フレキシブルなゾンデ１０及びゾンデ先端１３のための組み込まれた制御部を
備える別のゾンデ構成要素１７を示している。側方に設けられたハンドホイール１１によ
り、ゾンデ先端１３は屈曲可能である。光学的なインターフェース７，８を備える急速継
手５は、ハンドグリップ構成要素の連結を可能にする。
【００３６】
　図６は、制御構成要素１８を示している。制御構成要素１８は、両側に、別の内視鏡構
成要素を連結するための急速継手５を有している。この構成要素は、連結可能なカテーテ
ルを制御するためのハンドレバー１９を備える制御部を有している。
【００３７】
　図７は、カテーテル２０を示している。カテーテル２０は、内視鏡構成要素として、適
当なハンドグリップ又は別の内視鏡構成要素に連結可能である。カテーテル２０は、この
ために急速継手５を有しており、急速継手５は、２つの光学的なインターフェース７，８
を有している。さらにカテーテル２０は、制御部を有している。制御部により、ハンドホ
イール１１を介してカテーテル先端２１は屈曲可能である。さらにカテーテル２０は、ゾ
ンデ１０を導入することができるシャフト２５を有している。
【００３８】
　付加的にカテーテルは、２つの作業通路３４を有している。２つの作業通路３４を介し
て、例えば圧縮空気、液体、真空又はこれらに類する媒体が、カテーテル先端２１に案内
可能である。
【００３９】
　図８に示したカテーテル２２は、図７のカテーテル２０と比較して、組み込まれた制御
部を有していない。その代わり、カテーテル２２は、例えば図６に示した外的な制御部１
８に接続可能な制御インターフェース２３を有している。これにより、このカテーテル２
２でも、カテーテル先端２１は屈曲される。ただし、用途が制御部を必要としなければ、
カテーテル２２は、制御機能なしに運転されてもよい。
【００４０】
　図９のカテーテル２４は、直接的な制御機能を有しない。カテーテル先端２１の制御は
、この内視鏡構成要素２４では、カテーテルシャフト２５内に導入可能な制御可能なゾン
デ１０を介して可能である。
【００４１】
　図１０のカテーテル構成要素２６は、２つの別個の光源２のための光学的なインターフ
ェース７を有しており、特に図３のハンドグリップ１４に連結可能である。
【００４２】
　図１１及び図１２は、カテーテル２６に対して択一的に使用可能な別のカテーテル構成
要素２７及び２８を示している。しかし、別のカテーテル構成要素２７及び２８は、１つ
の光源２のための１つの光学的なインターフェース７のみを有している。
【００４３】
　図１～図１２に示した内視鏡構成要素は、実質的に、種々異なる内視鏡をモジュール式
に組み立てることが可能な内視鏡セットを形成する。用途の要求に応じて、適当な構成要
素が選択可能である。その結果、常時最適な内視鏡システムが提供可能である。ここに示
される構成要素は、多数の別の可能な構成要素の例にすぎない。
【００４４】
　さらに、これにより、既存の内視鏡に新しい機能性又は付加的な機能性を付与すること
が可能である。例えば、多数の既存の古いゾンデ及び／又はカテーテルが、本発明に係る
ハンドグリップとともに使用可能であり、これにより、組み込まれたカメラ及び照明技術
の利益を享受する。
【００４５】
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　図１３～図１７には、例示的に、上述の内視鏡構成要素から組み合わせることができる
種々異なる内視鏡が示されている。
【００４６】
　図１３は、全体に符号２９を付した内視鏡を示している。内視鏡２９は、ハンドグリッ
プ１、ゾンデ部分１６及びカテーテル２０から組み合わされている。個々のコンポーネン
ト１，１６及び２０の接続は、接触結合システム（Ｓｃｈｌｉｅｓｓｅｒ－Ｋｕｐｐｌｕ
ｎｇｓｆｅｄｅｒｓｙｓｔｅｍ）により実現される。カテーテル２０のカテーテル先端の
屈曲は、カテーテルに組み込まれた操作要素により行われる。その際、ゾンデ部分１６の
、先端までカテーテル２０内に挿入されたフレキシブルなゾンデも連動する。ハンドグリ
ップ１にカメラ及び光源が組み込まれている一方、ゾンデ部分１６は、フレキシブルな光
学系を有している。カテーテル２０に組み込まれた操作要素により、カテーテル先端は、
フレキシブルな光学系を含むゾンデとともに、所望の視野へ動かされる。カテーテル２０
は、フレキシブルなマルチルーメンチューブとして形成されている。マルチルーメンチュ
ーブは、サクション‐／フラッシングチューブ接続部を有していてもよい。
【００４７】
　図１４の内視鏡３０は、ハンドグリップ１、ゾンデ部分１６、制御アダプタ１８及びカ
テーテル２２からなる。図１４に示した内視鏡３０の場合も、個々のコンポーネント１，
１６，１８及び２２の接続は、接触結合システムにより行われる。カテーテル２２のカテ
ーテル先端の屈曲は、制御アダプタ１８に設けられた操作要素を介して行われる。これに
より、制御アダプタ１８を通して先端までカテーテル２２内に挿入されたフレキシブルな
ゾンデも連動する。ハンドグリップ１には、本実施の形態でも、カメラ及び光源が組み込
まれている一方、ゾンデ部分１６は、フレキシブルな光学系を有している。カテーテル２
２の制御のために設けられた制御アダプタは、制御アダプタの一方の端部でカテーテル２
２に解離可能に接続され、制御アダプタの他方のカテーテル端部でゾンデ部分１６に解離
可能に接続されている。ゾンデ部分１６において突出したゾンデは、制御アダプタ１８内
に設けられた対応する案内開口を通して案内され、カテーテル部分２２のスリーブ状のカ
テーテル内に導入される。図１４に示した内視鏡３０のカテーテル部分２２も、フレキシ
ブルなマルチルーメンチューブを有しており、マルチルーメンチューブは、本実施の形態
でも、サクション‐／フラッシングチューブ接続部を有していてよい。
【００４８】
　図１５には、ハンドグリップ１、ゾンデ部分１７及びカテーテル部分２４から構成され
ている内視鏡３１が示されている。本実施の形態では、内視鏡３１が、ハンドグリップ１
、組み込まれた制御部を備えるゾンデ部分１７、及びカテーテル部分２４からなる。個々
のコンポーネント１，１７及び２４の接続は、本実施の形態でも、接触結合システムによ
り実現される。カテーテル部分に設けられたカテーテル先端の屈曲は、ゾンデ部分１７の
、カテーテル部分２４のスリーブ状のカテーテル内に挿入されたゾンデにより行われる。
ゾンデは、ゾンデ部分１７に組み込まれた操作要素により屈曲可能であり、こうしてカテ
ーテル先端も連動する。ハンドグリップ１にも、カメラ及び光源が組み込まれている。カ
テーテル部分２４は、マルチルーメンチューブをカテーテルとして有している。マルチル
ーメンチューブは、側方に突出したサクション‐／フラッシングチューブ接続部に接続さ
れていてよい。
【００４９】
　図１６では、ハンドグリップ９がカテーテル部分２４と組み合わされて内視鏡３２を形
成している。組み込まれた制御可能なゾンデを備えるハンドグリップ９と、カテーテル部
分２４とからなる内視鏡３２を形成する本実施の形態では、カテーテル先端の屈曲が、カ
テーテル内に挿入されたゾンデにより行われる。ゾンデは、組み込まれた操作要素を介し
て屈曲可能であり、こうしてカテーテル先端も連動する。ハンドグリップ９内に設けられ
たカメラチップは、ハンドグリップ９において突出したゾンデの自由端部領域に配置され
ている。
【００５０】
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　図１７の内視鏡３３は、ハンドグリップ１４をカテーテル部分２６と組み合わせており
、これにより、２つの異なる光源２の用途のために適している。ゾンデを備えるハンドグ
リップ１４と、ハンドグリップ１４のゾンデに被せ嵌められるカテーテル部分２６とから
なる内視鏡３３において、コンポーネントの接続は、やはり、接触結合システムにより行
われる。ハンドグリップ１４に設けられた両光ファイバ用のインターフェースにより、一
方では、視野の照明のために必要な光が入力結合され、他方では、必要なときに、例えば
レーザ光又は蛍光が入力結合される。ハンドグリップ１４において突出したゾンデの長さ
は、ハンドグリップ１４の側方に設けられ摺動可能に案内されるスライドノブにより調整
可能である。図１７に示した内視鏡３３は、光と画像とを互いに明確に分離可能である。
【００５１】
　内視鏡３３は、択一的には、カテーテル部分２７又は２８と接続されて使用されてもよ
いが、この場合は、１つの光源２しかない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月6日(2010.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡（２９，３０，３１，３２，３３）のためのセットであって、該セットによりモ
ジュール式に組み立て可能な内視鏡（２９，３０，３１，３２，３３）が、それぞれ、光
伝達のための少なくとも１つの光ファイバのインターフェースを備える継手部分と画像検
出のための少なくとも１つのカメラチップとを備える少なくとも１つのハンドグリップ（
１，９，１４）と、該ハンドグリップに解離可能に接続可能な少なくとも１つのカテーテ
ルエンドピースとを備える、内視鏡（２９，３０，３１，３２，３３）のためのセットに
おいて、該セットが少なくとも、以下に挙げる交換可能かつ互いに組み合わせ可能なシス
テムコンポーネント、すなわち：
‐第１のハンドグリップ（１）であって、該第１のハンドグリップ（１）の継手部分に、
画像伝達のためのフレキシブルな光学系を備えるゾンデを備えるゾンデ部分の継手相手側
部分が連結可能である第１のハンドグリップ（１）、
‐組み込まれたゾンデを備える第２のハンドグリップ（９）であって、該ゾンデが、少な
くとも該第２のハンドグリップ（９）の継手部分から突出するゾンデ自由端部領域で、該
第２のハンドグリップ（９）に組み込まれた制御部により旋回可能又は制御可能であり、
該ゾンデがゾンデ自由端部領域にカメラチップを支持している第２のハンドグリップ（９
）、
‐直接的な制御機能を有しない第１のカテーテル部分（２４）であって、該第１のカテー
テル部分（２４）の、ゾンデ部分のゾンデを収容するカテーテルが、該カテーテルの少な
くとも自由端部領域でフレキシブルに形成されており、該カテーテルが、該カテーテルに
収容されるとともに、前記ゾンデ部分に設けられた制御部を介して制御可能なゾンデによ
り可動である第１のカテーテル部分（２４）、
‐第２のカテーテル部分（２０）であって、該第２のカテーテル部分（２０）が、該第２
のカテーテル部分（２０）の継手部分でもって、ゾンデの継手相手側部分に解離可能に連
結可能であり、かつ該第２のカテーテル部分（２０）の、前記ゾンデ部分の前記ゾンデを
収容するカテーテルが、少なくとも自由端部領域で、該第２のカテーテル部分に組み込ま
れた制御部により制御可能又は旋回可能である第２のカテーテル部分（２０）、
‐第１のゾンデ部分（１６）であって、該第１のゾンデ部分（１６）が両側にそれぞれ１
つの継手相手側部分を有しており、該継手相手側部分のうち、第１の継手相手側部分が、
ハンドグリップの継手部分に解離可能に連結可能であり、ゾンデを支持する第２の継手相
手側部分が、カテーテル又は制御アダプタの継手部分に解離可能に連結可能である第１の
ゾンデ部分（１６）、
‐第２のゾンデ部分（１７）であって、フレキシブルなゾンデ（１０）と、該第２のゾン
デ部分（１７）のゾンデ先端（１３）のための組み込まれた制御部とを備える第２のゾン
デ部分（１７）、
‐制御アダプタ（１８）であって、該制御アダプタ（１８）が両側にそれぞれ１つの、ゾ
ンデ部分のゾンデが貫通する継手部分を備え、該継手部分のうち、第１の継手部分が、ゾ
ンデ部分の継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、第２の継手部分が、カテーテル
部分の継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、該制御アダプタが、該制御アダプタ
に連結される前記カテーテル部分の少なくともカテーテル自由端部領域を制御するための
制御部を備える制御アダプタ（１８）、
を備えることを特徴とする、内視鏡のためのセット。
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【請求項２】
　付加的に、以下に挙げる交換可能かつ互いに組み合わせ可能なシステムコンポーネント
、すなわち：
‐組み込まれたゾンデを備える第３のハンドグリップ（１４）であって、該ゾンデが摺動
可能に該第３のハンドグリップ（１４）内に保持されて、該第３のハンドグリップ（１４
）から突出するゾンデ部分領域の長さが可変であり、該ゾンデがゾンデ自由端部領域にカ
メラチップを支持している第３のハンドグリップ（１４）、
‐組み込まれた制御部を有しない第３のカテーテル部分（２２）であって、該第３のカテ
ーテル部分（２２）が、該第３のカテーテル部分（２２）の継手部分でもって、制御アダ
プタの継手相手側部分に解離可能に連結可能であり、かつカテーテルを支持しており、該
カテーテルが少なくともカテーテル自由端部領域で、前記制御アダプタに設けられた制御
部により旋回可能又は制御可能である第３のカテーテル部分（２２）、
‐第４のカテーテル部分（２４）であって、該第４のカテーテル部分（２４）が、ハンド
グリップの継手部分に解離可能に連結可能であり、該カテーテル部分（２４）のカテーテ
ルが、前記ハンドグリップに組み込まれゾンデ端部領域でもって前記継手部分から突出し
たゾンデを内部に収容する第４のカテーテル部分（２４）、
‐第３のゾンデ部分（２６）であって、該第３のゾンデ部分（２６）が、ハンドグリップ
の継手部分に解離可能に連結可能な継手相手側部分を備え、該第３のゾンデ部分（２６）
のゾンデ内に、自由端部にカメラチップを支持するとともに前記ハンドグリップに保持さ
れたカメラゾンデが挿入可能である第３のゾンデ部分（２６）、
の少なくとも１つを備えることを特徴とする、請求項１記載のセット。
【請求項３】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる内視鏡において、急速継手（５）によ
り互いに連結可能な少なくとも２つの内視鏡構成要素からモジュール式に形成されており
、少なくとも以下に挙げる機能単位、すなわち：ハンドグリップであって、少なくとも１
つの電気的な光源（２）及びビデオカメラ（３）を備え、前記光源（２）が光学的なイン
ターフェース（７）を前記急速継手（５）に備えるハンドグリップと、ゾンデ（１０）と
、該ゾンデ（１０）に被せ嵌め可能なカテーテル（２５）とを備え、該機能単位が単独で
又は組み合わされて前記内視鏡構成要素内に配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項４】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３記載の内視鏡において
、該内視鏡が、カテーテル先端（２１）又はゾンデ先端（１３）を屈曲かつ／又は回転さ
せるための制御部を有しており、該制御部が単独で又は別の機能単位と組み合わされて内
視鏡構成要素内に配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項５】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３又は４記載の内視鏡に
おいて、前記内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップ（１）を含み、該ハンドグリップ
（１）の急速継手（５）にゾンデ構成要素（１６）が連結可能であり、前記ビデオカメラ
（３）が、連結可能なゾンデ（１６）への光学的なインターフェース（８）を前記急速継
手（５）に有していることを特徴とする内視鏡。
【請求項６】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から５までのいずれか
１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、ハンドグリップ（９）を含み
、該ハンドグリップ（９）にゾンデ（１０）と、ゾンデ先端（１３）を屈曲させるための
制御部（１１）とが組み込まれており、前記カメラ（５）が、自由なゾンデ先端（１３）
に配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項７】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から６までのいずれか
１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、２つの独立的な電気的な光源
（２）を備えるハンドグリップ（１４）を含み、該ハンドグリップ（１４）にゾンデ（１
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０）が組み込まれており、前記カメラ（３）が、自由なゾンデ先端（１３）に配置されて
おり、該ハンドグリップ（１４）から突出したゾンデ部分（１０）が長さ調節可能である
ことを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から７までのいずれか
１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、ゾンデ（１０）を含むことを
特徴とする内視鏡。
【請求項９】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から８までのいずれか
１項記載の内視鏡において、前記ゾンデ構成要素（１７）が、ゾンデ先端（１３）を屈曲
させるための制御部（１１）を含むことを特徴とする内視鏡。
【請求項１０】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から９までのいずれか
１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つ（１８）が、連結可能なカテーテ
ルのための１つの制御部（１９）のみを含むことを特徴とする内視鏡。
【請求項１１】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１０までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、連結可能な制御部（１８）
により制御可能な先端（２１）を備えるカテーテル（２２）を含むことを特徴とする内視
鏡。
【請求項１２】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１１までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、組み込まれた制御部を備え
るカテーテル（２０）を含むことを特徴とする内視鏡。
【請求項１３】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１２までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、前記内視鏡構成要素の１つが、カテーテル（２４）を含み
、該カテーテル（２４）が間接的に、導入されたゾンデを介して制御可能であることを特
徴とする内視鏡。
【請求項１４】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１３までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、前記カテーテルが、付加的な機能単位（３４）、例えばグ
リッパ又はこれに類するマニピュレータを有していることを特徴とする内視鏡。
【請求項１５】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１４までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、複数の内視鏡構成要素が、モジュール式に組み合わされて
１つの内視鏡を形成可能であることを特徴とする内視鏡。
【請求項１６】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１５までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、内視鏡（２９）が、請求項３記載のハンドグリップ（１）
、請求項５記載のゾンデ（１６）及び請求項１１記載のカテーテル（２０）からモジュー
ル式に構成されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項１７】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１６までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、内視鏡（３０）が請求項４に基づいて形成されており、前
記内視鏡構成要素がハンドグリップ（１）であり、前記内視鏡（３０）が、付加的に請求
項５に基づいてゾンデ（１６）を備えて形成されており、請求項８記載の制御部（１８）
及び請求項９記載のカテーテル（２２）からモジュール式に構成されていることを特徴と
する内視鏡。
【請求項１８】
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　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１７までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、内視鏡（３１）が、請求項３記載のハンドグリップ（１）
、請求項７記載のゾンデ（１７）及び請求項１１記載のカテーテル（２４）からモジュー
ル式に構成されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項１９】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１８までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、内視鏡（３２）が、請求項４記載のハンドグリップ（９）
及び請求項１１記載のカテーテル（２４）からモジュール式に構成されていることを特徴
とする内視鏡。
【請求項２０】
　請求項１又は２記載のセットから組み立てられる、特に請求項３から１９までのいずれ
か１項記載の内視鏡において、内視鏡（３３）が、請求項５記載のハンドグリップ（１４
）及び請求項１１記載のカテーテル（２６）からモジュール式に構成されていることを特
徴とする内視鏡。
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